
　

学
会
六
十
周
年
に
寄
せ
て

会
　
長
　
　
平 

形
　
精 

一

　
本
会
は
今
回
で
創
立
六
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
る
。誠
に
慶
賀
に
堪
え
な
い
。

初
期
の
頃
は
〝
学
会
〟
を
冠
し
て
も
長
老
の
親
睦
会
的
な
性
格
を
帯
び
て
い
た
こ
と
が
本

誌
第
九
号
の
巻
末
資
料
か
ら
伺
え
る
が
、
近
年
は
査
読
制
度
を
導
入
す
る
な
ど
学
会
と
し

て
の
体
裁
も
整
い
、
若
手
の
台
頭
も
著
し
く
隔
世
の
感
が
強
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
昭
和
六
十
年
に
教
育
部
門
が
独
立
し
た
こ
と
に
伴
い
、
会
員
も
い
ず
れ
か

の
学
会
に
主
軸
を
置
い
て
活
動
し
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
求
め
る
と
こ
ろ
は
、
大
学

人
と
し
て
教
育
・
論
文
・
書
作
を
通
し
て
書
の
本
質
や
教
育
の
あ
り
方
を
共
同
し
て
究
明

す
る
こ
と
に
あ
り
、
両
学
会
は
〝
両
輪
〟
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
個
人
名
を
あ
げ
て
恐
縮
だ
が
、
本
会
常
任
理
事
の
杉
山
勇
人
氏
の
研
究
は
、

実
作
は
別
に
し
て
そ
の
論
文
に
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
氏
は
創
刊
号
よ
り
印
章
の

研
究
を
発
表
し
て
い
る
が
、
最
近
で
は
明
治
期
の
〝
書
〟
の
概
念
を
〝
文
芸
〟
と
の
関
係
か

ら
解
明
し
、
昨
年
は
戦
前
・
戦
後
の
書
字
教
育
を
言
語
の
本
質
や
国
語
教
育
の
動
向
を
ふ

ま
え
な
が
ら
考
察
し
、
学
会
奨
励
賞
に
輝
い
て
い
る
。
そ
の
論
文
は
こ
れ
か
ら
の
書
写
・

書
道
教
育
や
書
・
文
字
文
化
の
あ
り
方
に
示
唆
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
思
想
的
・
社
会

的
視
点
に
裏
打
ち
さ
れ
た
氏
の
学
究
的
態
度
は
い
ず
れ
の
学
会
の
後
進
に
対
し
て
も
模
範

的
で
あ
り
、
今
後
の
活
躍
が
大
い
に
嘱
望
さ
れ
る
。
斯
界
の
未
来
に
期
待
し
た
い
。

　

第
六
〇
回
滋
賀
大
会
開
催
と
六
〇
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て

副
理
事
長
　
　
鈴 

木
　
晴 

彦

　
本
学
会
の
設
立
は
、
昭
和
三
四
年
の
こ
と
で
し
た
。
戦
後
、
日
本
が
高
度
経
済
成
長
期

に
入
り
、
よ
う
や
く
豊
か
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
中
で
の
発
足
で
し
た
。
時
代
の
シ
ン
ボ
ル

東
京
タ
ワ
ー
が
完
成
し
、
皇
太
子
明
仁
親
王
（
今
上
天
皇
）
と
正
田
美
智
子
様
が
、
こ
の

年
ご
成
婚
さ
れ
ま
し
た
。
世
の
中
は
祝
賀
ム
ー
ド
一
色
に
つ
つ
ま
れ
、
ま
さ
に
新
時
代
の

到
来
を
予
感
す
る
気
運
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
時
代
背
景
の
中
、
本
学
会
は
書
道
に

関
す
る
研
究
を
目
的
と
す
る
学
術
団
体
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、
以
来
六
〇
年
間
、
脈
々
と

学
会
活
動
を
継
承
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
三
〇
年
を
む
か
え
た
今
年
、
年
一
回
開
催
の
大
会
は
、
六
〇
回
を
数
え
ま
す
。
学

会
の
核
と
な
る
学
会
誌
も
、
誌
名
を
変
え
な
が
ら
刊
行
さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
学
会
誌
は
『
全
国
大
学
書
道
学
会
研
究
報
告
』、『
全
国
大
学
書
道
学
会
研
究
収
録
』、『
全

国
大
学
書
道
学
会
紀
要
』
と
い
う
よ
う
に
改
称
さ
れ
、
研
究
発
表
の
受
け
皿
と
し
て
役
割

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、既
刊
の
学
会
誌
に
巻
数
や
号
数
が
付
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

刊
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
平
成
一
九
年
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機
に
『
大
学
書
道
研

究
』
創
刊
よ
り
号
数
が
付
さ
れ
、
今
年
一
一
号
と
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
本
年
度
の
大
会
は
、
会
場
校
の
中
村
史
朗
先
生
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
九
月
三
〇

日
に
滋
賀
大
学
教
育
学
部
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
滋
賀
大
学
で
の
前
回
開
催
は
、
第
三
四
回

（
平
成
四
年
）
で
し
た
か
ら
、
二
六
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
琵
琶
湖
か
ら
流
れ
出
る
清
流

瀬
田
川
沿
い
の
小
高
い
丘
陵
地
に
建
つ
、
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

松
尾
芭
蕉
が
晩
年
を
す
ご
し
た
幻
住
庵
や
紫
式
部
が
『
源
氏
物
語
』
を
執
筆
し
た
と
の
伝

説
が
残
る
石
山
寺
も
近
く
、
時
間
に
余
裕
の
あ
る
会
員
諸
氏
に
あ
っ
て
は
、
文
学
散
歩
の

計
画
も
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
懸
案
の
六
〇
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
会
員
諸
氏
か
ら
多
く
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
集
約
勘
案
し
た
結
果
、
台
湾
研
修
旅
行
に
決
ま

り
ま
し
た
。
実
施
日
程
は
、
今
年
一
二
月
二
五
日
（
火
）
か
ら
二
七
日
（
木
）
の
二
泊
三
日

で
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
具
体
的
な
訪
問
先
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
詳
細
を

詰
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
ち
ら
の
企
画
に
も
、
奮
っ
て
ご
参
加
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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全国大学書道学会　平成30年度（滋賀）大会　第１次案内

　下記の要領で、全国大学書道学会平成30年度（滋賀）大会を開催します。ふるってご参加、研究発表のご応募、
会員書作展へのご出品をいただきたくご案内申し上げます。

１）主　　催	 全国大学書道学会

２）開催大学	 滋賀大学

３）開 催 日	 平成30年９月30日（日）

４）大会会場	 滋賀大学教育学部（教室未定）
	 〒520‒0862　滋賀県大津市平津２‒５‒１

５）参 加 費	 3,000円（※大学院生は2,000円）

６）日　　程	 （予定　＊発表件数により変動する場合があります。）
	 　９：00	 受　付	 （教育学部大講義室前）
	 　９：30 ～ 10：30	 開会式・総会	 （教育学部大講義室前）
	 　10：30 ～ 12：00	 研究発表（1）	 （教育学部大講義室ほか）
	 　12：10 ～	 昼食
	 　13：00 ～ 14：35	 研究発表（2）	 （教育学部大講義室ほか）
	 　14：50 ～ 16：20	 大会記念講演	 （教育学部大講義室）
	 　16：30	 閉　会

７）研究発表の募集
　大会における研究発表を希望する会員（含、準会員）は、下記の要領を確認の上、発表要旨を期日までに事務局宛
に郵送またはE-mail添付ファイルにてお送りください。内容は未発表のものに限ります。応募者には、後日、発
表の可否を連絡いたします。なお、共同研究の場合、発表者以外の方が会員でない場合でも発表は可能です。なお、
研究発表は、発表用レジュメまたはパワーポイント等を利用して行っていただきます。発表用レジュメ（100部）は、
９月25日（火）必着で開催大学担当者（中村史朗先生）宛に送付願います。発表後、学会誌へ投稿される場合には、
連絡先を明記した別紙とともに、完成原稿（３部）を11月10日（土）までに編集局宛に送付願います。
（1）発表要旨

・要旨には、研究の意義・ねらい、方法、結論等を簡潔に記してください。
・�体裁は、word文書A4標準設定、縦置き縦書き、上下２段組。１段は、縦33字、横23行、10.5ポイントで

設定。
・�要旨は上段に記載し、最初の４行に、タイトル、所属機関名及び役職・発表者氏名（共同研究の場合は全

員）を記し、本文は500字以上627字（19行）以内、全23行以内としてください。
・�下段には、発表者氏名、郵便番号、住所、電話（FAX）番号、E-mailアドレスを付記してください。会場施設

の都合により、発表の際に使用するノートパソコンは各自ご用意ください。
（2）申込締切	 ７月10日（火）必着
（3）送 付 先	 〒247‒8512　神奈川県鎌倉市大船６‒１‒３　鎌倉女子大学短期大学部初等教育学科
	 電話：0467‒33‒8211　　E-mail：sgym-hyt@kamakura-u.ac.jp
	 全国大学書道学会事務局　杉山 勇人 宛

８）学会誌への投稿
　大会における研究発表を経ずに、学会誌『大学書道研究』に研究論文を投稿される際は、学会誌または学会ホー
ムページ掲載の執筆要項を確認の上、上記（1）にならった論文要旨を９月10（月）までに事務局宛に送付・申し
込みいただき、完成原稿（３部）を11月10日（土）までに事務局宛に送付願います。

＊�大会において研究発表をされた方が、当該年度発行の学会誌に投稿される場合は、再度の論文要旨の送付・
投稿申し込みは必要ありません。なお、次年度以降に発行される学会誌に投稿される場合は、所定の期日ま
でに、あらためて論文要旨を送付し、投稿の申し込みをおこなってください。

第20号 平成30年６月１日 

2



９）会員書作展
　会員作品展を以下のように開催いたします。ふるってご出品ください。出品する会員・準会員は、下記の要領
によってお申し込みください。詳細は、同封別紙の出品要項をご覧ください。
（1）会　　期	 ９月28日（金）～９月30日（日）　９：00 ～ 17：00
（2）会　　場	 滋賀大学教育学部
（3）協 賛 費	 7,000円（作品表装等の費用として）
（4）作品規格	 同封別紙「全国大学書道学会会員書作展出品要項」でご確認ください。
（5）内　　容	 自由
（6）送付期日	 ８月10日（金）必着　　※協賛費を払込の上、作品、出品票を同封のこと
（7）送 付 先	 滋賀大学教育学部国語教育講座　中村 史朗（中村研究室）

	 E-mail：shirou@edu.shiga-u.ac.jp　　電話：077‒537‒7724
＊�なお、協賛費は郵便振替口座払い込みとなります。今回同封の払込取扱票（赤色）を使い、年会費と併せ

て払い込んでください。
＊出品作品は開催大学にご寄贈いただくことになりますので、あらかじめご了承ください。

10）大会記念講演　　講師：弓野 隆之 先生（大阪市立美術館学芸課長）　　演題：（２次案内にてお知らせします）

11）三学会合同懇親会
	 日　　時	 ９月29日（土）17：30 ～ 19：30
	 場　　所	 滋賀大学生協食堂
	 会　　費	 未定

12）理事会　常任理事、理事（地区担当、各局担当）はご出席ください。
	 日　　時	 ９月28日（金）18：30 ～ 20：30（予定）
	 会　　場	 未定

13）大会会場への交通・宿泊・昼食について
	 交　　通：JR琵琶湖線［石山］駅／京阪電鉄石山坂本線［京阪石山］駅から
		�  京阪バス 52 53 54系統	 �新浜（南郷中学校経由）行／大石（南郷中学校経由）行／南郷二丁目東

（野々宮経由）行／南郷二丁目東（仙寿の郷経由）行／乗車、「滋賀大西門」
バス停下車、徒歩すぐ。

		  京阪バス２ ４系統	 新浜行／大石行乗車、「滋賀大前」バス停下車、徒歩７分。
		  　＊バス料金は230円、乗車時間は交通事情にもよりますがおよそ12～13分です。
		  　＊JR琵琶湖線の所要時間（新快速乗車の場合）
		  　　京都→石山：14分、大津→石山：５分、草津→石山：７分、彦根→石山：35分
		  　＊近隣より自動車で来られる場合、駐車場もあります。
	 宿　　泊：�各自ご手配願います。JR石山駅周辺には宿泊施設が少ないので、JR琵琶湖線沿線駅（京都、山科、

大津、草津）など、周辺も含めてご検討ください。
	 昼　　食：大学徒歩圏内には、レストラン・喫茶店等がありません。昼食は各自ご持参ください。

［お問合せ］
研究発表、大会に関するお問い合わせは、学会事務局長（杉山勇人／鎌倉女子大学／sgym-hyt@kamakura-u.ac.jp）
大会に関するお問い合わせは、下記開催大学担当者までE-mailでお願いいたします。
　　滋賀大学教育学部国語教育講座　中村史朗（中村研究室）
　　E-mail：shirou@edu.shiga-u.ac.jp　電話：077‒537‒7724

本学会と併せて、下記の学会等が開催されます。（ただし、参加費は別扱いです。）

　＊９月28日（金）	 12：00 ～　日本教育大学協会（教大協）全国書道教育部門会役員会
	 13：30 ～　日本教育大学協会（教大協）全国書道教育部門会
	 16：30 ～　全国大学書写書道教育学会理事会
	 18：30 ～　全国大学書道学会理事会
　＊９月29日（土）	 ９：00 ～　全国大学書写書道教育学会
	 17：30 ～　三学会合同懇親会
　＊９月30日（日）	 ９：00 ～　全国大学書道学会

第20号平成30年６月１日 

3



年会費納入のお願い
　払込取扱票（赤色）により、年会費の納入を８月10日までにお願いいたします。
＊年会費は、会員6,000円、準会員（大学院生）5,000円です。準会員は、大学院修了後、会員資格として取り扱

います。会員書作展への出品を希望される方は、年会費とともに協賛費7,000円を合算の上、８月10日までに
納入してください。

＊未納分のある場合は、別途「未納年度用　払込取扱票」を送付いたしますので、併せて入金願います。会費納入に
関しましてご不明な点がございましたら、会計局までご照会ください。

＊会員各位の所属につきましては、申し出がない限り、事務局・会計局での修正はいたしません。所属先・住所
等の変更がございましたら、可及的速やかにご連絡ください。

新規入会申込について
　入会を申請される場合は、全国大学書道学会ホームページより「入会申込書」を印刷し、以下の手続きをお願い
いたします。
＊「入会申込書」に必要事項を記入の上、会計局宛てに郵送またはFAXしてください。
＊「入会申込書」を確認後、会計局より払込取扱票（赤色）を送付しますので、通信欄に「新入会員（新入準会員）入会

年度年会費」と明記の上、会費をお振込ください。

■口座番号　００１１０－９－６１３８１０　　■加入者名　全国大学書道学会
〈会計局〉〒371‒8510　群馬県前橋市荒牧町4‒2

群馬大学教育学部　書論・書道史研究室（永由徳夫）
TEL・FAX：027 ‒ 220 ‒ 7235　　E-mail：no-naga@gunma-u.ac.jp

　
追
悼 

前
田
次
郎
先
生

野 

中
　
浩 

俊

　
四
月
七
日
、
前
田
次
郎
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
。
前
田
先
生
は
跡
見
女
子
大
学
教
授
を

勤
め
ら
れ
、
長
い
間
、
本
学
会
の
理
事
・
副
会
長
・
参
与
と
し
て
会
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
た
方
で
あ
る
。

　
茫
洋
た
る
風
貌
、
飄
々
た
る
言
動
、
そ
し
て
人
情
に
厚
い
お
人
柄
は
多
く
の
人
々
に

愛
さ
れ
、
本
学
会
に
於
て
は
や
ゝ
特
異
な
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　
先
生
は
東
京
学
芸
大
学
在
学
中
よ
り
上
田
桑
鳩
先
生
に
師
事
さ
れ
、
古
典
研
究
と
共

に
斬
新
な
現
代
書
作
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
が
、
研
究
分
野
は
碑
法
帖
を
主
と
す
る
中

国
関
係
の
書
で
、
日
中
国
交
回
復
後
の
早
い
時
期
か
ら
訪
中
を
重
ね
、
各
地
の
書
の
遺

蹟
探
索
や
拓
本
の
蒐
集
に
情
熱
を
注
が
れ
て
い
た
。
先
生
の
中
国
志
向
は
古
書
・
古
文

物
に
及
び
、
金
石
趣
味
・
拓
本
へ
の
執
着
は
蒐
集
の
み
な
ら
ず
全
搨
本
を
自
ら
剪
装
本

に
仕
立
て
直
し
た
り
、
巻
子
・
軸
装
等
も
手
掛
け
て
、
玄
人
は
だ
し
の
職
人
技
は
常
に

見
る
者
を
唸
ら
せ
る
程
で
あ
っ
た
。

　
先
生
は
当
時
ま
だ
封
建
的
な
気
風
が
色
濃
く
残
る
土
地
柄
、
九
州
宮
崎
の
素
封
家
の

生
ま
れ
で
、
実
に
大
ら
か
、
物
事
の
ス
ジ
を
通
す
お
人
柄
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
仕
事
に
お
け
る
緻
密
さ
や
、
対
人
関
係
に
於
て
は
細
や
か
な
心

配
り
を
忘
れ
ぬ
、胆
大
心
小
、正
に
近
年
稀
な
人
物
と
し
て
敬
愛
出
来
る
先
輩
で
あ
っ
た
。

　
私
事
な
が
ら
先
生
と
は「
不
手
非
止
」発
足
当
初
よ
り
同
人
誌
発
行
・
同
人
展
開
催
・

本
学
会
役
員
等
、
実
に
四
十
年
に
も
及
ぶ
交
誼
を
得
、
そ
の
間
、
三
度
に
亘
る
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
旅
や
文
物
に
関
わ
る
熱
い
談
論
を
通
し
て
教
え
ら
れ
る
事
多
く
、
今
も
忘
れ

得
ぬ
思
い
出
で
あ
る
。

　
思
え
ば
書
を
愛
し
、人
を
愛
し
、酒
を
愛
す
る
悠
々
た
る
人
生
で
あ
っ
た
。
…
…
今
頃
、

彼
岸
で
畏
友
小
木
太
法
先
生
と
久
々
の
再
会
を
喜
び
、
共
に
盃
を
手
に
雅
談
・
放
談
さ

ぞ
盛
り
上
っ
て
お
ら
れ
る
事
で
あ
ろ
う
。

　
長
い
間
の
本
会
で
の
ご
尽
力
に
対
し
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
、
併
せ
て
ご
冥
福
を

祈
り
追
悼
の
辞
と
し
た
い
。
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